
"平 和 学"を め ざ して

国際学部教授 戸田三三冬

は じめに

この湘南の地に文教大学の国際学部ができたのが1990年 、今年 で13年 くらいに な

ります。この13年 間、国際学部に入 って来た学生た ち と一緒に、い わばお互いに育

てあって きた とい うように して、暮 らしてまい りました。最初 の学生(1期 生)が

3年 になった とき、国際関係学系必修の 「国際関係論」 の クラスが始 ま りま した。

い まご紹介の 「平和学」はこのクラスのなかで、ち ょうど今年で10年 間、学生 たち

といっしょに考 えて来た ものです。

いまは21世 紀、社会科学の世界 も、19世 紀に出来上が って来 た 「実験室科学」 の

ような ものではな くなってきてい ます。研究者 も市民 も、起 こっている現象 のなか

に同時に入って、それを自分たちで見つめた り、関係 しあった りしなが ら、 自分 た

ちも変わってゆ く。そのプロセスのなかで、研究 も学 問 もつ くられてゆ く。 人間は

神様ではないので、起 こっている現象を完全に外か ら眺めるこ とはで きませ ん。純

粋 な 「客観性」 の存在は疑わ しくなっています。私 自身、客観 は主観の反映であ る、

と考えています。

そして私の話は、感興 に乗 って どこへゆ くのか分か らない、 と学生 たちに言 われ

ます。今 日のお話 も一種の即興演奏の ようになると思い ますので、皆 さんの方 も、

ご自分 のなかで即興の演奏 をされなが ら、聴いてい ただければいい なあ、 と思 いま

す。

平 和学

さ きほ ど平和 学 の ご紹 介 が あ りま したが 、 国 際 的 に は 「国 際 平 和 学 会IPRA

(lnternatiOnalPeaceResearchAssociation)」 が で きて いて、2年 に1回 、 当番

国 を きめて 国際会 議 を開 いて きま した 。 日本 も1992年 に 当番 国 を引 き受 け て 、 京都

で会 議 をや り、今 年 は韓 国で開 か れ ま した。 日本 国内 に も 「日本 平和 学 会 」 が あ り

ま して、1年 に2回 、研究 大 会 を開 き、先 日も広 島で会 議が あ った ところです 。

平和 学 会 は、平和 学 を志す 入 び とが 集 まっ てい る と こ ろで す が 、 中 に入 って い る

会 員 は、 千差万 別 、実 にい ろい ろの方 が い ます 。政治 学 、 経 済 学 、 宗 教 学 、 哲 学 、
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文学、音楽 、文化人類学、社会学、こういう分野の方 々が入 ってお り、勿論平和教

育 をやっている方、中学校や高校の先生たち、市民 運動 をや ってい る方たち、 ちか

ごろ 目立って来たのはジェンダー論 をや っている女性の元気 の よい グループな ど、

平和 という問題 をこれか ら考えてゆ く動 きになってい ます 。つ ま り、平和 学 とい う

のは今つ くられつつある、ある意味では学問分野、 またある意味 では人類の将来 を

見据 えるような知的営為 として、むしろ冷戦後の方が成長 して来ている分野です。

冷戦時代 は、平和 というと、やや もすればアメリカの平和 か、 ソ連の平和 か、 な

どというふ うにややこしい ことになっていました。今は、平和 といい ます と、 国際

関係論 ・平和学 のクラスでは、学生たちが、い まや アメ リカとイ ラクの帰趨 やいか

に?と 固唾 を飲 んでい ます。

湾岸戦争 は1991年 で したが、その後、あ る意味で は戦争状 態が グローバ ルには続

いているところですね。 とくに去年の9月11日 以降 の事態 のなかで、 ものす ご く緊

迫 した状況のなかで国際関係論や平和学 を考えるとい う、幸 か不幸 か、 こうい う年

は二度 とないだろうといって、皆で考 えなが らいるわけです。今 の情勢 です と、平

和 の反対は戦争、ということになるわけです。そ してその戦争 も極めてイメー ジ し

やすい もの として、私たちの 目の前に展開 しているわけですね。そ して現在の俗 に

いう 「拉致事件」とい うの も、戦争が終わってか らの、他 国による 日本 国民の拉 致

とい うことが問題 となっています。 しか し、ここにい らっ しゃる年代の方た ちは皆

さん御存 じだ と思いますが、状況 も時代 も違い ますが、朝鮮半 島との関係 では、例

えば ここに 『強制連行 された朝鮮人の少年』 という本が あ ります。 これだけで はな

くもっと沢 山の文献がでていますが、「強制連行」をもし 「拉致」 と言い換 えた ら、

少 な く見積 もって政府統計でも、強権的に日本に連行された朝鮮人の数は1939年 か

ら終戦 まで72万 人余、つ まり朝鮮に住んでいる人びとを 「拉 致」 したわ けです 。一

人の命の重 さは等価 ですか ら、70万 人の命 と十数人の命 とを秤 にかけ ることはで き

ません。けれ ども、70万 人には70万 の家庭があった とは思い ませんか?十 数入には

十数の家庭 があるように、70万 の家庭のお父 さん、お母 さん、子供 たちはどの よ う

に感 じたで しょうか?そ のことを考 えることなしに、私た ちは今の事態に向 き合

うことはで きないだろうと思います。これ も平和学 の一つの課題です。 勿論 ご存 じ

の ように、朝鮮に対 しては 「創氏改名」 とい う名前 を押 し付けた行為があ りま した。

それか ら、元従軍慰安婦の問題もあ ります。そ もそ も軍隊のあ るところ、戦争 とい

うのは、半分以上気の狂 った状態にさせなければ普通 の人 には戦 えない、 とい うと

ころがあるで しょう。つ ま り戦争状態のなかでは、すべての人が気が狂 う、 とい う
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ことができると思い ます。その反対の平和 とは何だろう、 とい うことにな ります。

戦争の反対が平和だ ということは、す ぐ分かることです 。で も、戦争 とい うの は

目でみてす ぐ分かるのですが、平和 というのは、す ご く難 しい と思 い ます。争いが

起 こってなければ平和か というと、そ うとも言えない ところがあ ります。表面 は平

和 に見 えるけれど、皆が心の中では恨 みあっている。 それ も平和 と呼ぶ ので しょう

か?平 和学では、 ここか ら一歩、先へ進み ます。そ して、 ただ戦争が ないだけの平

和 を 厂消極的平和」 と呼びます。では 「積極的平和 」 とい うのは どの ような もので

しょうか?そ れを明 らかにするために平和学では、「構造的暴力」 とい う考 え方 を援

用 してい ます。

構造的暴力

構造的暴力 という考え方は、ノルウエーの平和学者 ヨハ ン ・ガル トゥング という

方が言い出したことで、現在、 日本平和学会 のなか では、 この考 え方が主流 になっ

ています。 ヨハ ン ・ガル トゥングとい う方 は、学生 時代に深 くガ ンジーの影響 を受

けた方なんですね。勿論 ヨーロッパの思想 も深 く勉 強 した方 ですが、 まだ大学 院生

の ころ、彼の先生がガンジーを非常に好 きで、ガンジーの著作(と て も品格 のある

英語です)を ことごとく並べていわば編集する、 とい う仕事を先生か ら頼 まれ ます。

そ こでガル トゥングさんは、期せず して組織的にガ ンジーの思想 にふれ 、深 い影響

を受けます。その後 日本女性 と結婚 し、いまは京都 に住 んでお られます。 ヨハ ン ・

ガル トゥング と言い ます と、紛争解決 において世界的な知名人です。

構造的暴力 とい う考え方においては、「暴力」のない状態 を平和 と呼 びます 。そ し

て、人間あるいは人間集団の、身体的あるいは精神 的 な自己実現 の現状 が、その人

たちが もつ潜在的な自己実現の可能性 を下回るとき、そこには暴力(構 造 的暴力)

が存在する、 と考えます。つ まり、直接的であれ、間接的であれ、暴力のあ るとこ

ろには平和 はない、これが ガル トゥングの平和学です。では、暴力 とは何でしょう?

例 えばい ま、私が前にいる方の所へつかつか と行 ってガン!と 殴 った ら、 これ は誰

の 目にも明 らかな個人的暴力、直接的暴力ですね。 ですが、 目に見 えな曾暴力 とし

て、それが社会のなか に構造的に組み込 まれていて 、知 らない問に間接 的に暴力の

影響 を蒙 ってい る、 とい うことがあ ります。これは構 造的暴力 に晒 されている状態

です。

ガル トゥングさんがあげている一つの例は、一人の夫が彼の妻 をな ぐった ら、 こ

れは個人的暴力であるが、百万人の夫が百万人の妻 を無知の状態 の まま放置 してお

一57一



いた ら、これは構造的暴力であ る、 とい うものです。例 えば、 いま問題 となってい

る家庭内暴力 も、夫の妻 に対する直接的暴力 ですが 、で もその社会的背景 を考 える

と、明 らか に父権性社会 という構造的暴力の存在 に突 き当た ります。そ のなか で 自

己実現 の可能性 を阻まれている男女 の関係が浮かび上が ります。ですか ら 「構造 的」

とい うのは、 どこかに 「社会的共謀性」が組み込まれて いる、 と考 えると分か りや

すいか も知れ ません。つま り、社会的に有利 な立場 に立 ってい る人び とが、意識的

にか、無意識的にか、共同 してふるっている 目に見 えない暴力で、私た ち も生活す

る上で知 らず知 らずの問に、それに加担 させ られて しまう、 と言 ったらよいか もし

れませ ん。

例えば、環境問題 とい うの も、それかな と思い ます。多分 ここにい らっしゃる方々

は、「公害」 という言葉が登場 した頃や 「公害病」 としての水俣病が大 きな社会問題

になった頃 を覚えておいで と思います。「公害」 とい うと、だれの責任で もない よ う

な響 きがあ りますが、水俣病は、チ ッソという私企業が水俣湾 に垂れ流 した有機水

銀 をふ くむ工場廃水が原因です。有機水銀が魚介類 を汚染 し、食物連鎖でだ んだ ん

毒素が濃縮 され、それを最後に食べた人間が発症す る有機水銀 中毒 です 。人 間自身

の身体 とい う自然が破壊 され、家庭が破壊 され、人間 と人間の関係 も破壊 され ま し

た。私 も患者 さんたちがお位牌 をもって都 内をデモ した りしたの を見た世代 なんで

すが、その とき、チ ッソの有機水銀が原因だと指摘 した研 究者群 がいた一 方、その

因果関係 を否定 した研究者群がいました。 ときの日本 国政府 は、責任 を曖昧 に し、

被害は拡大 しました。ここまで来ると、明白な構造 的暴力 が、患者 さんの上 に働い

ていることが よ く分か ります。

いま問題 となっている地球の温暖化 も、こうすれ ば儲 か るとい う国際的 な資本家

群がお り、その人たちがそれぞれの政府 を動か して基準 を甘 くす る、京都 議定書 は

米 国の国益 にあわないというので批准 しない、 とい った事 態があ ります 。先 日 もヨ

ハ ネスブルグで行われたいわゆる環境サ ッミッ トで も、 国家は国益 にしば られて思

うような合意ができなかったわけですね。私たちが 毎 日暮 らしているなかで も、 ダ

イオキシンや環境ホルモ ンに汚染 されたものに取 り囲 まれてい ます 。例 えば歯磨 き

粉や シャンプーのなかにも、危険なものが沢山あ ります。企業 は、 この歯磨 き粉 を

使 えばこんなに歯が白 くな りますよ、という宣伝は しますが、その なかに どれだけ

のダイオキシンが含 まれているか、な どということは売 れなくなるか ら言いませ ん。

はっと気がつ くと、私たちの 日常生活は健康的とは言いがたい ものがあ ります 。 こ

れって、ほん とに平和 なので しょうか?私 たちの食べる もの、飲む もの、使 うもの、
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選択 の余地が極めて少ない構造的暴力に取 り囲まれてい る、 とい うことが出来 るで

しょう。権力格差や経済的格差、植民地収奪や社会的差別、放射能被害や産業公害 、

これ らはグローバルな構造的暴力ですが、私たちの毎 日の生活 も、気 がつかない と

それに加担 して しまうような形で、構造的暴力 のなかに組 み込まれてい ます。 地球

の温暖化 も、私たちが見 るテ レビの時間や夜間の照明や ネオ ン ・サイ ンの量 に も密

接 に関係 します。

第二次世界大戦で 日本が負けた時、私は小学校6年 で した。群馬県 の集 団疎 開先

では毎 日高粱(コ ーリャン)の 薄い雑炊で、 じゃが い もな どは御馳走、米 の御 飯な

ど食べ られ ませ んで した。東京に帰る と米軍 占領下 で、 ララ物資 とい う食糧援助が

放出され、配給 されました。このような状況のなかで、 日本 人はだんだん米 を食べ

な くな り、食生活は欧米型 になってきました。島田彰 夫 さん とい う方が 『食 と健康

を地理か らみると』(農 山漁村文化協会、1988年)の 中で言われているのは、 日本人

の体質は縄文時代以来変わっていないのに、この50年 の急激 な食生活 の変化 でさま

ざまな病気が増えている、ということです。それで 『伝統食の復権』(東 洋経済、

2000年)を 唱えておられるのですが、米国が有数の小 麦輸出国であ るこ とを考 える

と、戦後、 日本社会 は米国資本 によって餌付けされた、 とい うことがで きます。 こ

れは世界経済 をどう回して行 くか、どうやって儲 け、儲 けた ものを もとに して国益

を進展 させて行 くか、そ して どうやって世界 を資本的 に も、 政治的 に も支配 して行

くか、これはウオーラ?ス テイ ンという方の研 究(『 史的システムとしての資本主義』

岩波書店、など)が あるのですが、そ ういう仮説を立ててみ ると、世界 の人 びと、

日本の社会に住 む人びとがいかに踊 らされて来たか、よ く見えてきます。

さらに言えば、明治維新 というのが あ りましたね。今か ら150年 ほど前です。そ こ

で行 われたことは、欧米化です。それは近代化 とも言 われていて、要す るに近代国

家 を造 らなければ、欧米 による植民地化の危険にさ らされてい ました。つ ま り欧米

の ようにやらなければいけない、 とい う道をひた走 りに走 って来たわけですね。そ

して私たちもその中にいたわけですか ら、知 らない問に、頭 の中が ヨーロ ッパ の も

のはいい ものだ、ヨーロ ッパや アメリカは進んでい るけれ ども、日本は遅 れている、

というふ うになって来ていた と思います。それで今気 がつ くと、 こ うい う環境汚染

という一つの構造的暴力 の中に立たされてい ます。 ア トピーのお子 さんやお孫 さん

を抱 えておられる方 も多いと思いますが、さきほ ど申した ような食事の質 の変化 と

か ダイオキシンの影響であるとか、いろいろの研究が 出ています。明治時代 に比べ

れば、水 も空気 も汚染 されているのは常識 とな り、浄水器 や空気清浄器が賣れ てい
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ます。

ひところ、眼鏡 をかけてカメラを持っていれば 日本人だ、 とい う笑い話がヨーロッ

パ にあ りましたが、これほ ど近視の人が多い先進国はないそ うです 。近視 は病気 で

あ る、とあ るお医者 さんが主張 していて、我が身につ まされ たのですが、確 かに、

例 えばナポリ人の 目はとて もいいです。私はイタリアの歴 史が専 門なので、イ タリ

アに関 しては自信 をもって証言できますが、イタリアには原発のない こともあ って、

目ぬ きの通 りでも街灯や照明は暗いです。ナポリの国立図書館 は旧王宮 を改造 した

もので、天井画のある巨大な読書室に大 きな樫 の長い机 が置かれてい ますが、そ こ

に所 々60ワ ッ ト位の電球のスタンドがセッ トされてい ます。 まこ とに優雅 な図書館

ですが、私 には暗すぎてス タン ドのす ぐ傍の座席 を確 保 しない と本 が読め ませ ん。

ところが彼等は、薄暗いなかで も平気で頁を くっています。「ナポ リ人の 目は暗闇 に

強い、これは文明の質に関係するのか も知れない」 と、 いつかエ ッセイに書 いたこ

とがあ りますが、 これ もよ く考えてみ ると、日本 人の 目の健康 も構造 的暴力 にさ ら

されている、 とい うことが出来るかもしれません。

ですか ら、ある意味ではとて も危機的状況なのです けれ ども、皆 が平気 で暮 らし

ているか ら、明 日も朝が くるだろ う、というふ うに皆や ってい るわ けですが、確か

にこのあた りで よ一 く考えないといけないん じゃないか、 と私 は思 います 。話 はプ

ログラムか ら脱線 して走っているようですが、脱線 しついでに もう一つお話 します

と、い ま討たれ ようとしているイラク、そのお隣のイラ ン、 ス ンニー派 とシーア派

が入 り交 じっていますがイスラム圏ですね。このあた りのユ ー ラシア大陸 ・イスラ

ムの世界が、下に石油が通っているとい うことで、改造 され ようと してい るのでは

ないか と思いますが、そのイスラム圏のモロッコに、 この間友だち になったばか り

のエルマンジュラとい う私 と同い年の面白い方がい ます。彼 は時々 日本 にきて講演

し、何冊も翻訳があ ります(『 第一次文明戦争』『第二次文明戦争 と しての アフガ ン

戦争』『文化的脱植民地化』、御茶の水書房)。 初め私 は彼の言っているこ とをイス ラ

ム世界の話 として聞いていたのですが、この間ふっ と、 これ って イス ラムだけ じゃ

な くて、も しかしたら日本 とか東アジア全体 もそ う じゃないかな、 と思 いは じめて

い ます。彼 が何 を言ってるのか。

そ もそもイスラム世界 は7世 紀から10世 紀にか けてギリシアやペ ルシアなどの古

い文明 を吸収 しなが ら地中海世界全体に広 まって行 きます。10世 紀半 ばになると壮

麗な文化文明になるのですが、そのころか ら12、3世 紀 にかけて ヨー ロ ッパ人は、

アラビア語 を当時のヨーロッパの言語であるラテン語 に翻訳 し、 イス ラム文明 を吸
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収 します。ですか らイスラム文明はヨーロッパの先行 文明です。で も、 そ うである

が故にか、そのことを忘れ去 ってしまった故 にか一このあた りは、 中国文明 に学 ん

だ 日本文明とよく似ているのですが 一急速な近代 化 を遂げた後 は見下 げる ようにな

り、やがてイスラム世界 は、19世 紀か ら20世 紀にかけて ヨーロ ッパ の植民地 に され

て しまい ます。

これか ら先が主題ですが、例えばエルマ ンジュ ラさんの国のモ ロ ッコはフラ ンス

によって植民地にされ、植民地を統治するためにフラ ンス軍が駐留 しま した。 そ う

す るとこれは目に見 える支配で、辛い ことですが事態は簡単です。 ところが、1960

年代になると植民地はどんどん独立 し、モロ ッコも独 立 して、元の宗主 国か らは縁

が切れました。 しか し、それ以前に、殆 どのモロ ッコのインテリはパ リで教 育 され、

すべてフランス流になっていました。その人たちを国に帰 して統治 をさせ る と、エ

ルマ ンジュラさんが言 うには、もはや占領軍 はいらない、何の金 もかか らない、放っ

ておけば自分達が養成 したインテリ達が、自分達 フランス人の好 む ような政治 をし

て くれる。そしてやっている当人たちは、そのことに気づいてす らいない。 これ は、

狭 くいえばモロッコの、広 くいえばイスラム全体の大変 な問題だ。 こんなふ うに洗

脳 されて しまっている、つ まりヨーロ ッパ化 されて しまっている我 々が どうな るの

かを、 よく考 えなければいけない。我 々は共通の歴 史へ 還ろ うで はないか。 私たち

自身の物語 を、貧 しくともプライ ドを もって皆 で築 こうではないか。… …エルマ ン

ジュラさんが言 っていることをつづめると、 このような 「文化的脱植民地化」 とい

う問題提起 とな ります。

私 は、 これを身に沁みて讀んで、はっと気がつ くと、 じゃ日本 は?日 本 は精神 的

な餌付 けがされていないだろうか一洗脳 されていないだろうか?明 治維新以来150年 、

アメリカ軍 占領以来 一い まは占領 軍 とい う名 ではな く 「在 日米軍」 が2001年1月

1日 現在 、89ケ 所の基地(沖 縄37、 神奈川15、 長崎11、 東京7)に 存在 しています一

50年 、そ うい うふ うな中で、果た して私たちの精神文化的 プライ ドとい うものがあ

るんだろうか?と 考 えざるを得 ませんで した。で、 どこへ還 るの?と い うのが問題

で、本当はそれが今 日の主題です。

40億 年のわた しのいのち:わ た しがわた しら しく

残 された時間はわずかですが、以上 を長い前置 きとして、後 半に入 りましょう。

思 っても見 ない展開になったのですが、プログラムの(4)支 配 とはなにか?権 力の

支配:国 家 金の支配:資 本主義(5)国 家がわた しをつ くる?資 本主義が わた
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しをつ くる?と いう部分は、ほぼ今の話のなかに尽 されているかな、 と思 い ます。

私 たちが現在 ここにあるのは、相当の ところ 「造 られているわたし」ではないで しょ

うか?

では 「造 られていないわた し」は、 どこにいるの?ど こに希望が あるの?と い う

ことにな りますね。イスラムの場合 は確かにイス ラム共 同体 のウンマ とい うものが

あ りますが、 日本 の場合 どこに還 るの?江 戸時代?還 って幸せに なるかな、 とい う

処はあまりささそ うですね。そうすると何に もない、 ということにな ります。還 る

ところは何処にも無い。では、い まの 自分 から出発 す るしかないの?と い うこ とに

なるんですが、それでここか ら(1)の 「40億年 のわた しのいのち:わ た しが わた

しらしく」 というところに行 きたいわけです。

このあた りは生物学者の中村桂子 さんの受け売 りです。中村 さんは、DNA研 究 の

成果 を踏まえ、約40億 年 という平等の歴史 を背負 うもの として、 人間を含 むすべ て

の生物の多様性 と相互の関係 をとらえなおそうと、「生命誌」を提唱 している方です。

ご興味のあ る方は、『鶴見和子対話 まんだら 四十億年の私の 「生命」 中村桂子 の

巻』(藤 原書店、2002年)を ご覧下さい。 とて もいい本です。分かった範囲での ご紹

介ですが、生物の細小単位 は細胞である。 しか も細胞の中には、DNAと い う遺伝子

の本体であ る物質が入 っている。一個の細胞のなかに入っているDNAの 総体 をゲ ノ

ム といいますが、それが生物の性質を決めて行 くとい うことです。 ヒ トのDNA、 ア

リのDNA、 とうもろこしのDNA、 とみんなあるわけですね。 しか し、類 としての ヒ

トのDNAは ず っと続いていきますが、ゲノム と細胞 の組み合わせ で創 出 され た個体

は、唯一回の存在なのです。つま り、わた しとい う個体 のゲ ノムは、生命の歴史 の

中でたった一回の組み合わせから生 まれた独 自の もの。 四十億年 の生命 の歴史 を受

継 いでいるけれども、かけがえのない、たった一つの個 としてのゲノムなんです ね。

そのことに中村桂 子さんは気づいて、「DNAと して続 いてい く大 きな流 れの中にあ

りなが ら、やは り個 は個なのだ と思 った時、大 らか さと厳粛 さの混 じり合 った新 し

い気持ちが生れた」 と書いておられます(『 自己創 出する生命』)。

「わた し」 とい うゲノムは、皆 さんお一人おひ とり、 たった一つ のかけが えのな

い ものなんですね。その 自分のゲノムをどうやって輝かせてい くか、「わた しが わた

しらしく」あ りたい、 とい うときに出会 うのが、ガル トゥングさんの言葉です。 自

分の可能性 が全部開花 しない ときは、そ こに暴力がある。つま り自分のゲノムの もっ

ている可能性を全部開花 させ られないときは、そこに暴力があ る、 とい う平和学 の

課題です。えっ、そんな……それ じゃ暴力だ らけ じゃないの、そんな理想的な状態っ
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てあるの?と なるか もしれ ませんが、理論的には、その通 りだ と思い ます。そ こに

暴力があるとすれば、平和学ですか ら暴力 に着 目しなければいけない。その暴力 を

どうした ら取 り除 くことが出来るか。

そこで、さらに三木成夫 さんの 『胎児 の誕生亅(中 公新書、2002年)と い う本 を見

ましょう。三木 さんは解剖学者 で、人間の胎児がお母 さんのお腹 の中で生 長 してゆ

くプロセスその ものが、生命発生以来の進化の過程であることを、胎児の標本 を使っ

て実験的に証明なさり、そのことが この本 のなかに易 しく感動的に記 されてい ます。

ぜ ひ一度お読みになることをお薦め します。そのお話 は、四十億年 の私の生命 に関

係 します。生命誕生 というと、最初 は ドロ ドロとした宇宙 の中か ら地球が生れて、

は じめ海水のなかに生命が誕生す るわけですね。三木成夫 さんの証明 に従 えば、私

たちは自分の個体のなかに、四十臆年の生命 の進化過程 を再現す る、 とい う経験 を

して(忘 れて しまうわけですが)そ れ を踏 まえて 「い まここ」 にい るのですね。 こ

れを中村桂子さんの言葉で言えば、四十億年の生命が私たちの 「い ま」 の なか に生

きているわけです。中村 さんはここを、例えば樹木 を切 る、切 られた木の なか に蓄

えられた時間を考 えると、環境破壊 というのは時間を壊 してい るんです よね、 とさ

らっと言われます。 これってす ごい発想 だなあ、と思い ます。例 えばアフガニス タ

ンの空爆 でもイラク爆撃で も、あのあた り一帯は人類 の文明発祥 の地です よね。一

方、アメリカの文明の時間は短いので、感覚的には文明 の古 さを理 解で きないのか

も知れ ませんね。戦争や空爆 は、その文明 とい うものになってか らの時間の積 み重

ね を壊 して しまうのですね。

三木 さんに しても、中村 さんに して も、生命 とい う悠久 なもの を学問の対象 とす

るお立場 からの発言は貴重です。平和学の コンセプ トを、 もっと豊富 に してゆける

可能性が見えて来 ます。

「身土不二」 と自治思想

「わた しがわた しらしく」生 きる、それを閉ざしてい る 「暴力」 の話に戻って考

えてみま しょう。中村桂子 さんの生命誌の立 ち場か ら見 る と、例 えば ここに野 原が

あ ります。放 ってお くと雑草が生えて きますね。 それはそ この土 地 に適 した複 数の

植物がお互いに助け合いなが ら、ある植物相 をつ くるのです ね。 それ と対極 にある

のが、たとえば人工的に トマ トを作 るときです。草 を刈 った り肥料 をやった り色 々

のことを しない と、育たないですね。こうい う積み重 ねで、今 は とうとう遺伝子組

み換えまで行 って しまったわけですが、この対比で近代国家 と社会の 「暴力性」(=
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構造的暴力)を 考えてみると、面白いことが見えて きます。

フランス革命以降の、いま皆がこれこそは国家だ と思 っている近代 の国家 、資本

主義 を基盤 に し、機械文明を援用 して戦争 もする国家、 その中で男 は兵 士、女 は未

来の兵士を生んでケアする者、という男女分業が画然 と行 われて きました。近 頃は

だいぶ崩れてきましたが、男は泣 くな、泣 くのは女 だ、 とか言われて泣 く事 もで き

ない。男は家族 を背負 う者 だと言われて、過労死 になるまで働 く男が作 られて きま

した。では女 は楽 をしてきたか とい うと、そうではな くて、高度成 長期 の頃 は、帰

宅 した夫の 「め し!ふ ろ!ね る!」 という叫び声に答 えて、企業戦士 の生活 を支 え

てきました。完全 な男女分業の もとに日本資本主義は生産性 を高めて ここまで きて、

今や危 うい ところにいます。 しか し、これは男女一人ひ とりの暮 し方にかけ られ た、

構造的暴力 ではないで しょうか?非 常に人工的なもの と して国家が作 られ、社会 が

作 られた。で、非常に人工的なものとして一人ひとりの教育が行われて きた。皆やっ

てるか ら当た り前 とされてきた。これって、わた しがわた しらし く、 とい う 「本 然

のすがた」か らみると、おか しいのではないで しょうか?こ こには、最 大級 の構 造

的暴力が懸 けられてい るのが見えませ んか?あ たか も人工的 に トマ トを作 るよ うに、

国家や社会 も作 られて きたのではないで しょうか?で は野原 のよ うに、 放 ってお く

とどうなるで しょうか?放 っておけば、利益本位の人 間集 団が現 れないか ぎ り、国

家 なんか出来ないかもしれ ませんね。

ひとつ違 う角度から、井戸 を掘 るお医者 さん、中村哲 さんのお話 を聴 きま しょう。

彼は本来ハ ンセ ン氏病 の治療のためにアフガニスタンに渡ったんですね。 ところが、

行 ってみた らそれ どころ じゃない。まず、水が無いんです ね。で 日本 は昔か ら井戸

掘 りの技術があ りますから、まず井戸 を掘 ることか ら始めて もう、十七、 入年、 向

こうで生活 して居 られます。日本でも方 々で講演 され、 もう有 名なので、 お聞 きに

なった方 もお られるで しょう。その中村医師が 「自給 自足 の農村の復 活の大切 さ」

について、 シンポ ジウム のパ ネリス トと して、次 ぎのよ うな発言 を されてい ます

(『朝 日新聞』2002年9月17日 朝刊)。 中村 さんはジャララバー ドで活動 されてい ます

が、なぜ難民が出たか とい う認識からして現地 と日本 側で は違 う、難民 の半数以上

は干ばつか ら逃れてきた人びとである、 と言われてい ます。戦争前 のア フガニス タ

ンは、緑に覆 われて本 当にきれいです。国際学部 の若林先生がユ ーラシア協会 とい

うNPOに 参加 されていて、内戦前(1978年 春)の アフガニス タンの写真 を見せ て下

さったのですが、ゆるい丘陵地帯 をラヴェンダー畑が どこまで も続 いていて、 息 を

飲む程美 しい風景です。でもこれは爆撃でめちゃめ ちゃになったのです ね。そ して

一64一



干ばつです。中村医師は続けて言われます。

「アフガニスタンでは9割 前後 の人が遊牧民または農民 で、 内戦前はそれぞれの

地域で完結 した 自給 自足 の世界 を営んでいた。」「長期 的に見 る と、 アフガニス タン

に必要なイ ンフラというのは 自給自足 の農村の復活 であって、 私た ちが考 える よう

な近代国家をあそこに打 ち立て るということは、か えっていろんな矛盾 を生み出す

のではないか。」

「自給 自足の農村の復活である」 とい うところで、私ははっ としたのですが 、 こ

れは言葉通 りとらな くとも、私の恩師である(当 時 日本女子大 学で道元禅 とカウン

セリングを教 えておられ ました)冨 山はつ江先生(間 接 的には、その師匠の冨山祖

光先生),か ら教 え られた言葉に 「身土不二(し んどふに)」 とい うのがあ ります 。そ

のとき耳か ら聴いた言葉 をそのままお伝 えしますと、中国か らきた思想 で、人間が

生れた土地の五里四方か十里四方には、その人間が一生食べ るだけの穀物 と薬草 を

産する、 とい うものです。その土地の もの を食べ るとい うことを考 えてみます と、

人間はまず家族のなかに生れます。お母 さんがいてお父 さんが いて、お祖父 さん、

お祖母 さん もいる。昔は、曾祖父 さん、曾祖母 さん も一緒 で した。 これが一つの大

家族 とする と、これらが集まって集落が あ りました。 この集落 のなかでは、皆似た

ようなものを食べ、善かれ悪 しかれ、 自治的な生活を していた、 と類推 で きます。

でも、そこで出来ている一つの 自治的な人間関係 とい うものは、 アフガニス タンの

ような場合、難民 になることで、断ち切 られて、バ ラバ ラにされて しまいますね。

ここで気が付 くことは、この ような 自然に出来て来た人間の関係 、 自治的 な社会

関係 とい うものは、外から人工的に作る事 はできない、 とい うことです 。野原の雑

草の助け合いの共存 を思い出して下さい。今のア フガニス タンで試み られてい るこ

と、あ るいはイラクについて想定 されていることは、国家を外 から造 るこ とです ね。

米 国は裏庭 と言われている中南米で、傀儡政権 を立 ち上げて、 そ うい う国家 を外か

ら造 って きましたね。国家は外 から造 ることが 出来 ます。あたか も、 日本が第二次

世界大戦で敗れた時、日本国家 とい うものは一この辺 りは非常 な議論があ る ところ

ですが一外か ら造 る事が可能で した。私は当時、小学生で したが、 普通の家族の生

活 は、そのことによってひっ くり返った りはしませんで した。

市民の一人ひとりが自然につ くる集団の生活 は、そ こにプライ ドがあ ります。そ

の土地にで きるものを食べた り飲 んだ りして、育 ってゆ く人たちの個性や文化が あ

ります。 人権 は普遍的なものでも、その基礎はこうや って作 られ る と思い ます。 そ

れ を外か ら壊 して しまえば、二度 と同 じものは出来ませ ん。水俣病で家族の関係、
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コミュニテ ィの関係が壊 される、アフガニスタンで も、 パ レスチナで も、外 か らの

攻撃で家族が四散す る … 世界中で こうい うことが起 こってい ます。これは赤裸々

な暴力 にプラスす る構造的暴力の結果です。こうい うことに対 して、私たちは何 が

で きるのか?長 期的な展望が必要です。

足元に もどって考 えてみま しょう。人間は、生まれる場所 を選ぶ事はで きませ ん。

両親を選ぶ事 もで きませ ん。好むと好 まざるとに関わ り無 く、特 定の集団の中に生

まれるのが運命ですね。 とすれば、その集団を良い ものにするか、悪い ものにする

かは、私たちにかかってい ます。すると、「わた しが わた しらしく」生 きられ るよう

な集 団を、作れるか作れないかは、わたしのゲノムに とって も、 また人類 とその社

会の未来に とって も、死活的に重要なことではないで しょうか。

(休 憩)

エンパワメン トとわた し エ ンパワメン トとわた したち

さて後半 は、呼吸か ら入 りましょう。 ヨガの呼吸 のほ うが太 い と思い ますが、 私

は大学 院の頃か ら坐禅 をして きましたので、今ち ょっと、それをやってみませんか?

どうしてか というと、四十億年のわた しの生命。わた しのゲ ノムは、わ た しの 「い

まここ」に しかないわけです よね。で、「わた しのいのち」をどうやって実感す るか

とい うのには、呼吸が一番です。人間は呼吸す る存在 です か ら、呼 吸が止 まった ら

死ぬわけですね。また、私のかわ りに呼吸 して下さい、なんてことは出来 ませ んね。

ふだん何気 な くやっているのですが、呼吸に意識を集中 して、呼吸 につ いてゆ く、

という経験は大切だ と思います。

呼吸には、吸気 と呼気があ りますね。私が教え られ た ことを、その ままお話 しま

す と、坐禅の呼吸は、まず息 を吸 うときは、あたか も全 宇宙を呑 み込む ようなつ も

りで、その吸気 を足のかか とにまで届かせ るように深 く、 そ して息 を吐 くときは、

足 のかか とか ら自然 に、全宇宙を吐 き出すようなつ も りで、 とい うんですね。大切

なことは、アタマで何 も考 えずに、呼吸だけについて い くのです 。何 も考 えるな と

いって も最初 は無理なので、数息観 といって数を数えます。呼吸のたびに 「ひとつ、

ふたつ」 と心のなかで数 え、「とう」 まで数えたら、もとに戻 ってまた 「ひ とつ」 か

ら始めます。曹洞宗の道元禅 のや りかたは、このあと只管打座(し かんたざ)と いっ

て呼吸だけについてゆ く坐禅です。臨済宗では、皆 さん ご存 じの公 案 をつか うや り

かたです。
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今 日は、呼吸だけをやってみま しょう。ご無理でなかった ら、ちょっと立ち上がっ

て下 さい。ここの空気が きれいなことを祈 りますが、足 は肩 の幅 と同 じくらい に開

きます。それか ら気持 をとって も楽に して、あたか もサルが人間に進化 した ときに、

や っと立上がったみたいな、その位な姿勢でいいのです。「気 をつけ一!」 とかい う

のは、あれは国家の身体 をつ くるための体操です。 さて、 この鐘 をち り一ん と鳴 ら

すの を合図に しましょう。この間はチベ ッ トの鐘 を使 ったのでまこ とによか ったの

ですが、これはイタリアの鐘なので、少 し勝手が違い ますが、三回や りましょう。

では 「吸って下 さい」ち り一ん、「吐いて下 さい」ち り一ん…。はい、有難 うござい

ました。どうぞお坐 りください。 もっ とや って もいいんですが、坐禅 です と、お線

香の長いのが一本燃え尽 きるまで、湿度 にもよ りますが、大体45分 か ら50分 位 、坐

ります。

どんなお気持 ちでしたか?こ の間、国際関係論 ・平和学の授 業でやは り 「エ ンパ

ワメン ト」の話 をしなければな らなかったので、呼吸 を して もらい ました。そ した

ら 「とて も楽になった」 とか 「気持が よかった」 という感想で した。

つ まり、呼吸 とは自分のいのちの活動 ですね。善 くも悪 くもあ りませ ん。ただい

のちです。いのちは律動ですから、ち ょっと傾いただけで も暴力 になるか も知れな

い し、別の方に傾 けば無気力になるか も知れませ ん。 この律動 を自然 に保 って行け

ば、健康であるわけですね。いのちを実感することが、大切 なのです。

これが、平和学の方で私が重視 している 「エ ンパ ワメン ト」 とい う方法 と深 く関

係 します。エ ンパワメ ン トという言葉は、最近 とて も流行 って きてい ます。 どこへ

いって も 「エ ンパ ワメン トが必要だ!」 と言われます。 ジェンダー論 な どで も 「女

たちよ、エ ンパワメン トだ」 と言います し、発展途上国の方た ちに向かって も、エ

ンパ ワメン ト!と かけ声 をかけた りしがちです。間違いやすいのは、エ ンパ ワメン

トとい うのは、 しっか りしろ!と か、 自立 しなけれ ばな らない、 とい うか け声 とは

違 う、 とい うことです。平和学の立場 か らは、 もしそ う響いた ら間違 いです。エ ン

パ ワメン トの 「エン」は接頭語で、「パ ワー」 とい うのは、この場合は 「自分 自身の

生 きる力」です。エンパ ワメン トは 「自分 自身の生 きる力 を自分 で引 き出す」 とい

うことです。「パワー」 とい う言葉で気 を付けなければいけないのは、今 の脈絡のな

かでは 「生命力」のことですが、例えば国際政治学でパ ワー といい ます と、 これは

強国のことです。 国家間の勢力均衡 とい う意味でのバ ランス ・オブ ・パ ワーの 「パ

ワー」 とは、 まった く違 って、「内的な力」であることに、 ご注意下 さい。

さきほどお話 したヨハ ネスブルグの環境サ ミッ トですが、それ にNGOと して参加
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したネッ トワーク 『地球村』の上村雄彦さんを昨 日クラスにお招 きして、学生た ち

と一緒にお話 を聞 きました(「 ヨハネスブルグから未来へ一国連持続可能な開発 に関

する世界首脳会議に参加 して」)。その講演のなかで、「あ、これってエ ンパ ワメ ン ト

だ!」 と思った ことがあ ります。NGOた ちが閉め出 されて外 で会議をやってる一方、

本会議場の正式会議は、国益 にしば られて、 どん どん話が おか しくなってい くんで

すね。い くらNGOが 抗議 しても事態は改善 されない。最後に40人 位が集 まって、皆

で考 えたんだそうです。やは り、NGOが 立ち上がっていかなければ駄 目なんだ、 ボ

ランテ ィアが しっか りしなければいけないんだ、と意見が一致 したけれ ど、 しか し、

じゃあ何故 われわれの声が届かないのか?つ ま りわれ われは無力 なんだ。 では何故

無力なのか?皆 がバラバ ラにや ってるか らいけないんだ、 となったそうです。 こう

して、ではてんでバラバ ラではな く、ボランティアたちが協力す るためには、何 が

根本的に重要なのか?と いう議論になってゆきました。 その とき、 アフリカの方た

ちが言ったそうです。「協力するときに一番大切 なのは、つま り相手に対す る尊敬 で

す。それか ら相手 を信頼す ることです。そ して相手 を愛することです。」……相手 に

対する尊敬 と信頼 と愛ですね。これは多分三つ一緒 の ものではないで しょうか。私

が、 これはエンパ ワメン トだ、と直感 したのは、相手 を尊敬 し、信頼 し、愛 する、

と同時に、 自分 自身を尊敬 し、信頼 し、愛 さなけれ ば、 つ ま り、そ うい う心で 自分

自身と対話する経験が無ければ、相手にも同 じこ とが出来 ないだ ろ うと思 うか らで

す。つま り、両方あって コミュニケーシ ョンのなかでの 厂エ ンパ ワメ ン ト」 となる

のだ、と思 うのです。この発言 をなさったアフリカのボランティア ・グループの方々

の中には、 きっとこの実践が根付いているので しょう。 それが お話 のなかか ら静 か

に伝わって きました。

この実践 は、カール ・ロジャース さんのカウンセ リングの 「自己受容」 と 「他 己

受容」の関係 とも似ています。すべての人には生長す る素質があ る。 に もかかわ ら

ず生長出来 ないのは、何かの疎外要因がある。それ に気がつ けば、 生長す る力 が 自

ずから湧いて くる。 カウンセラーは対話のうちに、相手(ク ライ アン ト)の 「気 が

付 く」お手伝いをするのですね。この場合 もカウンセ ラー 自身が 、 自分 の感情 に気

がつ き、それ を受け入れるという自己受容ができていない と、相 手の感情 に気 がつ

き、それを受け入れるとい う 「他己受容」 もで きない、 とい うことにな ります。

ひとつ身近かな例をお話 します と、戦前のお嫁 さん とお姑 さんの関係 です 。 よ く

ドラマな どになっている極端な例を考 えてみ ましょう。昔 はイエ意識があ りま した

か ら、それが どんなに自己流のものであって も、お嫁 さん は自分の イエ文化か ら離
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れて、夫のイエ文化を受 け入れなけれ ばいけない。最初 は怒 られなが ら泣 き泣 き自

分 を押 し殺 して、だんだんそれに慣 れて行 きます。や がて息子 に嫁 を迎 え、姑 の立

場 に立つ ようになる と、何時の問にか、かつてのお姑 さんにや られたの と同 じ事 を

するように成る、 とい うのがパターンとしては言えるか と思 います。 お嫁 さんをイ

ビル例が よ く出て来ますが、これは一見お嫁 さんを虐めてい るようで、その実、 自

分 を虐めているの じゃないか、と思い ます。自分 を壊 していると思います。自分だっ

て、こうしたい、ああしたい、ことがあ るわけです よ。で も自分 はお面の ような も

の を被 って、この家風に従ってず っとや って来た、とい うのがある。で も、 そのこ

とにハ ッと気がつけば、あ、これは仮面だ、被 らなきゃな らない時 ととって もいい

時があるんだ、 と分かると思い ますが、被 りっぱな しに被 って しま うと、仮面が顔

に貼 り付いてとれな くなる。気がつかない ままにお嫁 さんに 「お前 は!」 とや るわ

けですね。確かに日本の文化の中には、型 に入って型 か ら出る、 とい う修行 の仕方

があ りますね。その型 を名人芸にまで高める芸能 とい うのがあ りますが、 それが上

手 くいか なかった場合には、自己受容 しないままに、強制 された 自分が 自分 だ と錯

角 して、で今度、相手 もそのように成 るように強制す るわけですね。そ うす ると、

これは 自己受容 も出来ていなければ、他 との本 当の コ ミュニケーシ ョンも出来 てい

ない、 とい うにな ります。ただ型 の押 し付けにな ります。 これは 「構造 的暴力 の内

面化」 とい う別のテーマで、いまクラスで学生たちと考えを深めているところです。

自分 と自分が コミュニケーシ ョン出来 るとい うのは、 自分 のエモ ーシ ョン(湧 き

起 こって くる怒 り、喜びなどの感情)に 、 自分で、あ、 こうなんだ、 と気がつ きそ

れ を受け入れる、ということですね。これが 自己受容 ですが、仏教 のお経 の中に も

あ りますが、気がつかない間はそれが一つの執着にな ってい ます。 それが はっ と気

がつ くと消えて しまう、執着が消 えて しまうと本来の 自分 、生長す る資 質を もつ 自

分が出て くるんですね。つ まり本 当のコ ミュニケーシ ョンが可能 にな ります。 つま

り、自他 の生命力への働 きかけが可能になるんですね。 この働 きかけの関係が 自分

の中に も、 自分 と他 との問に も成立 し、機能するのがエンパ ワメン トだと思い ます。

その根本 というのが、わた しもあなた も呼吸 をす る存在である、 とい うことです

ね。さきほ どのような呼吸 をす る時の感覚 をなるべ く失わない ようにす る と、 エ ン

パ ワメン トがや りやす くなるかな、と思 います。私は、 このエ ンパ ワメ ン トの関係

をお互いの間につ くる以外 に、私たちが還 ってゆ く故郷 はな くなっているのではな

いか、 と思い ます。特 に日本 の社会の場合は、そ うではないで し ょうか?こ れが出

来るようになれば、一一つの平和学の実践が出来 ることにな ります。 です か ら、身近
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なところで、お友達の問やお子 さまとの間、家族のなか 、夫婦 の問 とか、で きる範

囲で これ を実践 されると、そこに きっ と自治的な コミュニケ ーシ ョンがで きてゆ く

で しょう。ひと りひとりの人 と人 との関係 は絶対に侵 しがたい もので、外か らは見

えないですね。わた しとだれか との関係は、 まさに四十億年の生命 を踏まえなが ら、

自分の一回限 りのゲノムを抱えて、そこで 自己受容 ・他 己受容 を く りか え した関係

が、刻 々変わ りなが ら存在 しているわけですね。ア ミーバの運動の ようですが、そ

んななかで も、例 えば自分 と最初の子供、 自分 と二番 目の子供 との関係 は、互い に

独立 していて、他か ら侵 されない ものだと思います。 です から何 で もごちゃごちゃ

にす ることは、 きっと出来ないだろう。そ うい う独立 な関係が それぞれの問 に結 ば

れていて、それで も皆が一生懸命に生 きてゆこうとすれば、 四十億年 いの ちが無 く

ならなか ったように、皆が生 きてゆ く力が湧いて くると思い ます。

アナーキー と自由連合

最後にアナーキーと自由連合の話 をち ょっとしま しょう。 エ ンパ ワメ ン トの とこ

ろで私がお話 したことは、殆 どそのままアナーキーの話 です。 アナーキー とい うの

は、一人ひと りが 自由の極 みを生 きていこうとして、 自由にや りなが ら、 どこかで

自ず と調和が とれているという世界で、あたか も雑草 が植物 相に従 って生 きてゆ く

ような感 じです。クロポ トキンとい う、一世を風靡 したアナキス ト(1842-1921)が

いたんですが、ロシアの王家の末裔 に生 まれて植物学者 で もあったんですね。 そ し

てシベ リアを調査 して、それぞれの植物が助 け合 って生 きてい ることを発見 しまし

た。で、ダーウィンの適者 生存、それが社会のなかで の弱 肉強食 に適用 され た時 、

それを否定 しすべての ものは助け合 って生 きて来たんだ、 シベ リアの植物 だってそ

うだ、だか ら人間の社会 も 「相互扶助」で作 って行 くことがで きるんだ、 と説 き、

歴史的な例証 もあげました。今は環境学の中で見直 されてい ます。何年か前にイギ

リスの環境学者 と話 した時に、今 はクロポ トキンが とて も復 活 しているんです よ、

と話 して くれました。私が研究の対象 としているイタリアの アナキス トのマ ラテス

タ

(1853-1932)(同 じように、当時愛 されていました)は 、アナーキーは理想的 な状態

で、それを実現する方法がアナキズムである、と言ってい ます。

自由連合 とは、一人ひとりの自由意志で連合 ・連帯 す るとい う方法で、 アナ キズ

ムの内実です。 さっきの集団のところでお話 したように、一 人ひ と りは集 団の 中に

生まれて暮 してゆ く以外ないわけですが、その集団 を、 自分 自身を生 かす ように し
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ながら他 も生かすような、それぞれが 「わた しがわた しらしく」生きられ るように、

お互いの自由意志で連帯 し助 け合 う集団にすればよい、 とい う考 え方 です。 これに

土地の産物や交換 という特色がはいって くると、もっと豊富 な発想になるで しょう。

で も基本 は、例えば、茅 ケ崎市の中でAと い う集団がBと いう集 団と仲良 くしようと

すると、それぞれの集団のなかの一人ひ とりが、 ちゃん と自分 自身のエ ンパ ワメン

トをしていて、グループの中の関係が 自由に保たれていて、 そ してグループ全体 と

しても自由意志で、AとBの 集団が連帯するというのが、 自由連合であ り、理論 に直

す とアナキズムの理論になってゆ くわけです。そ うい う大小 の集 団が 、無限に、水

平に連合 し合 ってゆ くと、結果 としては、国境はいらな くなる、 国家 もい らな くな

る、 もちろんそこで外交関係 もい らな くなる、支配と被支配の関係 もな くなるか ら、

植民地 も戦争 もな くなる、と、これは、フランスのアナキス ト,プ ルー ドン(1809-

1865)が 言ったことです。いま未来学の ように、 実行可能か?と い うことを含 めて

考 えてみ ると、この自由な発言 は、まさに末世的 になって しまった近代国家 とい う

人工的な組織集団を前に しての、強烈 なパ ンチです。 それが、人間の 自由 を回復す

る、わた しがわた しらしく生 きられる、新鮮なモ デル としての機能 を発揮 しつつあ

る、そんな時代 に、私たちはすでに入 っているのかもしれません。現にEU(ヨ ーロッ

パ連合)は 、マース トリヒ ト法の中で、プルー ドンの小 地域 自治優先 の考 え(サ ブ

シデ ィアリティの原則)を 取 り入れています(中 原喜 一郎 「欧州連合 と補完性 の原

則 に関する一考察」『法学新報』1995年12月)。

三木成夫さんの胎児の研究でも、私 たちは、人類の発生に至 る生命 の誕生 の過程

を、 自分 自身 も知 らないあいだに体現 しなが らこの世 の中に出て来て、 そ うい う時

間と共にいまこのいのちがあるのですね。私たちに身近 かな仏教 は、宇宙 とともに

皆助け合 って生 きてゆきましょうという思想ですから、 お経 のなか に も、 この願 い

を実践することができる自分 自身の ことを、尊敬 し愛 しな さい、 とあ ります。気が

つけば、仏教 もエ ンパワメン トの思想ですね。エ ンパ ワメ ン トこそ、 いまや生 まれ

つつある 「地球民主主義」の根であ り、 この自由の根 は無数 にあって、私 たちが そ

こから出発で きる故郷だ と思い ます。

いのち を大切 にして、助け合って生 きてゆきましょう、 とい うのが今 日の講演 の

主 旨です が、すでに世界の各地で、 自分にで きるや り方でこの希望 の実践 にと りく

んでいる仲間たちがいます。21世 紀の創造的な 「地球市民」 群 は、 もう存在 してい

るのです 。平和学 は、この新 しく出現 した地球市民群 とともに歩んで行 きます。
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